
令和４年６月２７日 

愛媛県立今治工業高等学校 

保健室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あじさいの英語名は「Hydrangea（ハイドランジア）」、水の器という意味で

す。たっぷりの水を蓄えていることが由来だそうです。乾いてしまうと元気がなくな

るため、雨の時期に嬉しそうに咲くのですね。 

雨が続くと気持ちが下を向いてしまいがちですが、植物にとっては大切な雨で

す。本校のあじさいもきれいに咲いています。今工生も元気に乗り切りましょう。 

 

雨具を準備しておきましょう！ 

梅雨の季節は、朝雨が降っ

ていなくても、下校するときに

は雨が降り始めていることが

あります。そのまま濡れて帰る

と、体調を崩してしまう人もい

るでしょう。 

天気が不安定な梅雨の時

期は、天気予報をチェックし

て、雨具の準備を忘れないよ

うにしましょう。 

また、濡れてしまったときの

ために、タオルや替えの靴下

を持っておくと安心です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病やむし歯を予防するためには、原因と

なる歯垢や歯石について正しく知り、「歯を守る

習慣」をつくることが大切です。 
 

唾液はこんなにスゴイ！ 

唾液は、細菌や食べかすを洗い流して、口の

中を清潔にしてくれます。 

↓ 

歯みがきのポイント！ 

唾液で流れなかった細菌が増殖し、白くネバ

ネバした「歯垢」になります。 

歯垢は唾液や水で流れないため、歯みがき

で取り除きましょう。歯ブラシが届かないところ

は、フロスや歯間ブラシを使いましょう。 

↓ 

定期的なプロケアを！ 

取り除けなかった歯垢が石灰化し、硬い「歯

石」になります。 

歯石になってしまうと、歯みがきでは取り除け

ません。歯医者さんで定期的に取ってもらいまし

ょう。 

口の中では、たくさんの細菌が歯垢・歯石になって悪さをしようとしています。阻止するためには、「唾

液」「歯みがき」「歯医者さん」の力が必要です。戦いに見事勝利し、健康な歯を守りましょう。 

歯みがきの効果を決めるポイントは、「みがくタイミング×みがき方×歯ブラシの質」です。 

意外に重要なのが、「歯ブラシの質」です。毛先が１割ほど広がると、歯みがきの効果は約２割下がると

言われています。 
 

はみ出してない？ 

歯ブラシを交換するサインは、後ろから見ると毛先がはみ出していること。目安は一か月です。「〇日は

歯ブラシ交換の日」と決めると、忘れなくていいですね。 
 

力、入りすぎてない？ 

 一か月も経たないうちに毛先が広がる人は、力の入れすぎです。みがく力が強すぎると、歯ぐきが縮んで

下がるため、むき出しになった根元がむし歯になるリスクが上がります。歯ブラシの毛先が広がらないくら

いの軽い力でみがきましょう。 

＼意外に重要／歯ブラシのよしあし 


